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特集
１

１そのモニターさんからの意見
・もっと市民に読んでもらえる議会だよりを。
・読んでいる人は、熱心に読む。読んでいない人は、
全く読んでいない。
・おもしろければ読むが、正確でなければいけない。
・内容は良くなっている。心配ない。

議会だよりを読んでみて…

２その子ども議会だより、あった方が良いか？
・読まない人もいれば、読む人もいる。どっちがいい
	 のかなあ？
・議会だよりって大切なんだと強調する。
・子ども向けにやっていただいて良い。
・このことは、子どもに聞いた方が良いのでは。

これからの議会だよりについて

くわしい報告は次号で

　令和５年 7月 23 日、市役所にて開催しました。４人の
モニターさんに参加していただき、活発な意見がかわされ
た様子を紹介します。

～第４回議会だよりモニター座談会～ ～第10回議会報告会 : 速報～

　第10回議会報告会を、令和5年 7月22
日 市役所にて開催しました。今回も会場参加
とオンライン参加で実施しました。

可　決

　令和５年７月10日開催

補正予算
審議

補正予算額　１億 6,200 万円

令和５年度 一般会計補正予算（第４号）

国の電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金及び長野県の低所
得世帯への給付金事業を活用し、物価高騰の影響を受けている生活者支
援、事業者支援に係る経費を追加する議案を審議し、全会一致で可決した。

令和５年  第１回臨時会

オンラインを含め 17 人の参加がありました

福祉教育委員会
林 孝彦 委員長

総務環境委員会
増田 望三郎 委員長

経済建設委員会
中村 今朝子 委員長

議会改革推進委員会
井出 勝正 委員長

議会運営委員会
松枝 功 委員長

議会広報特別委員会
小林 純子 委員長

平林　明 議長

　議会基本条例に
基づく報告会です。
質問やご意見をいた
だければ幸いです。

　太陽光発電設備
の設置に関する条
例を審査し採択し
ました。

　「不登校支援」に
続き、令和5年は「高
齢者支援」の政策提
言を行う予定です。

　政策討論会議が
行われ、正副議長
が市長に提言を提
出しました。

　ANC アリーナの
スケートボードエ
リアの改善を求め
る陳情を採択しま
した。

　 市議 会が 直面し
ている議 会 運営の
課題を協議し、方向
づけをしています。

　10人の議員で、読
みやすくわかりや
すい議会だよりを
目指しています。

生活者支援
・国の給付金対象とならない住民税所得割非課税の子育て世帯
	 児童1人当たり３万円（県事業分）
・国の子育て世帯生活支援特別給付金給付事業対象者

児童1人当たり２万円（市独自事業分）
・国の給付金対象とならない住民税所得割非課税の子育て世帯

児童1人当たり４万円（市独自事業分）
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特集
２

一部事務組合と広域連合とは一部事務組合と広域連合とは
■一部事務組合とは

　一部事務組合は、地方公共団体がその事務の一部を広域的に共同して処
理するために設置する特別地方公共団体です。
　県内には 51 組合があり、業務内容は、ごみ 18 組合、し尿 17 組合、 排水・
汚
お で い

泥 11 組合、火葬９組合、学校（小・中・ 専門学校）７組合があります。

＊道路関係同盟会
・国道 143 号整備促進期成同盟会
・国道 403 号（千曲安曇野間）道路整備促進期成同盟会
・地域高規格道路松本糸魚川連絡道路建設促進期成同盟会
・地域高規格道路松本糸魚川連絡道路長野県側ルート建設促進協議会
・中部縦貫自動車道（松本～中ノ湯間道路）建設・国道 158 号整備促進期成同盟会
・松本佐久連絡道路建設促進期成同盟会
・穂高・松川・大町間道路建設連絡協議会
・一般県道豊科大天井岳線須砂渡トンネル建設促進協議会

この他、市議会がかかわる各種団体
（全議員がかかわるものではありません）
＊議員連盟
・森林・林業・林産業活性化促進議員連盟
・国道 143 号青木峠新トンネル建設促進議員連盟
・地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」建設促進議員連盟

＊安曇野市関係
・都市計画審議会

＊河川、砂防関係同盟会
・高瀬川高水敷整備促進期成同盟会
・穂高川水系治水砂防期成同盟会
・大町ダム等再編事業促進期成同盟会

＊その他
・社会福祉法人安曇野市社会福祉協議会
・長野県後期高齢者医療広域連合
・長野県地方税滞納整理機構

■広域連合との違い
　広域連合は、一部事務組合と違って、構成団体に規約変更の要請や広域計画の実施に関する勧告を
行うことができます。また、国や県などを含めた協議会を設置することができます。 一方、住民は、
広域連合に対して直接請求を行うことができますが、一部事務組合にはその規定はありません。

一部事務組合

名 称 安曇野・松本行政事務組合 穂高広域施設組合

設置年月日 昭和 26 年（1951 年）８月３日 昭和 37 年（1962 年）７月７日

構 成 団 体 安曇野市・松本市
安曇野市・生坂村・筑北村
麻績村・池田町・松川村

自治体割当 安曇野市４人・松本市１人
安曇野市９人、池田町２人、松川村２人、
生坂村２人、筑北村２人、麻績村２人

安曇野市議 岡村 典明、中村 今朝子
井出 勝正、一志 信一郎

矢澤 毅彦、大竹 啓正、辻谷 洋一、竹内 
秀太郎、中村 今朝子、猪狩 久美子、宮下
明博、小林 純子、平林 明

住 所 安曇野市堀金烏川 3187-1 安曇野市穂高北穂高 1589-2

内 容 黒沢川等の氾濫や拾ヶ堰等の農業用水路
の排水管理を行っている。

ごみ処理施設（穂高クリーンセンター）
及びし尿処理施設の維持管理と、余熱利
用施設（あづみ野ランド）の運営を行っ
ている。

穂高クリーンセンター▶

一部事務組合 広域連合

松塩筑木曽老人福祉施設組合 安曇野松筑広域環境施設組合 松本広域連合

昭和 44 年（1969 年）２月１日 昭和 53 年（1978 年）２月１日 平成 11 年（1999 年）２月１日

安曇野市（組合の事務処理範囲は、旧明
科町の区域とする）・松本市・塩尻市・
麻績村・生坂村・山形村・朝日村・筑北
村・木曽町・上松町・南木曽町・木祖村・
王滝村・大桑村

安曇野市・松本市
麻績村・生坂村・山形村・筑北村

安曇野市・松本市・塩尻市・麻績村
生坂村・山形村・朝日村・筑北村

安曇野市１人・松本市９人・塩尻市３人・
麻績村１人・生坂村１人・山形村１人・
朝日村１人・筑北村１人・木曽町１人・
上松町１人・南木曽町１人・木祖村１人・
王滝村１人・大桑村１人

安曇野市 10 人・松本市５人・筑北村１人・
麻績村１人・生坂村１人・山形村１人

安曇野市５人・松本市 10 人・塩尻市４人・
麻績村１人・生坂村１人・山形村１人・
朝日村１人・筑北村１人

松枝 功
矢澤 毅彦、大竹 啓正、増井 裕壽、岡村 
典明、辻谷 洋一、臼井 泰彦、竹内 秀太郎、
林 孝彦、一志 信一郎、平林 明

中村 芳朗、竹内 秀太郎、猪狩 久美子、
宮下 明博、平林 明

塩尻市広丘郷原 1683-1 安曇野市豊科田沢 7881-1
松本市波田 4417-1
松本市役所波田支所４F

特別養護老人ホーム等 10 施設の運営を
共同で行っている。

広域豊科葬
そ う さ い

祭センターの管理、運営に関
する事務を行っている。

医療、ごみ処理、消防業務、地域開発な
どの面で広域行政事務を行っている。

新しくなった鼠
ねずみ

穴橋▶

？
※
直
接
請
求
と
は
…
一
定
数
以
上
の
選
挙
権
者
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
で
、
条
例
の
制
定
改
廃
や
議
会
の
解
散
、
議
員
・
長
等
の
解
職
等
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。

※

　市議会議員は、一部事務組合や広域連合
の議会の議員としても、活動しています。
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令和5年 ６月定例会

　
学
校
敷
地
内
外
の
状
況
を
検
討
し
、
駐
車
場
の
確
保
・
設
置

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

林 

　
孝
彦

賛
成
の
意
見

竹
内 

秀
太
郎

反
対
の
意
見

　
市
は
早
急
に
全
小
中
学
校
の
保
護
者
用
駐
車
場
の
整
備
計
画

を
検
討
し
、
緊
急
度
の
高
い
学
校
か
ら
整
備
し
て
い
く
べ
き
。

特
定
の
学
校
に
つ
い
て
討
論
し
て
い
て
は
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
。

大
竹 

啓
正

　
所
管
担
当
も
様
々
に
創
意
工
夫
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

自
前
の
駐
車
場
を
持
た
な
い
学
校
が
８
校
あ
る
。
公
平
さ
が
求

め
ら
れ
る
事
案
。
陳
情
の
形
式
は
そ
ぐ
わ
な
い
。

内
川 
集
雄

　
財
政
も
含
め
議
論
が
必
要
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
に
危
険
性
を

学
ば
せ
る
安
全
教
育
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
ぬ
る
ま
湯
に
つ

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
敷
地
内
に
あ
る
職
員
の
駐
車
場
も
、
児
童
生
徒
の
交
通
事
故

の
可
能
性
を
考
え
れ
ば
敷
地
外
に
整
備
す
る
べ
き
だ
。 小

林 

純
子

　
ど
の
学
校
も
駐
車
場
不
足
は
あ
る
が
、
危
険
を
排
除
し
安
全

な
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ
と
自
体
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。

矢
澤 

毅
彦

　
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
良
か
近
隣
へ
の
新
設
か
。
経
済
性
、
安

全
性
、
学
校
の
声
、
そ
し
て
穂
高
北
小
が
指
定
避
難
所
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
検
討
願
い
た
い
。

橋
本 

裕
二

　
敷
地
内
の
駐
車
場
は
、
敷
地
外
の
駐
車
場
よ
り
リ
ス
ク
が
高

い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
い
う
教
育
的
な
活
動
の
場
所
で
は
な
く
、

敷
地
外
の
可
能
性
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

猪
狩 

久
美
子

　
子
ど
も
を
危
険
に
さ
ら
し
て
い
い
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
が
、

安
心
で
き
る
学
校
生
活
を
保
障
す
る
の
が
教
育
行
政
だ
。

井
出 

勝
正

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
利
活
用
す
る
こ
と
が
大

変
望
ま
し
い
。北
小
の
卒
業
生
と
し
て
早
急
な
対
応
を
願
い
た
い
。

増
井 

裕
壽 採択

陳
情
第
1
号

穂
高
北
小
学
校
に
安
全
で
広
い
駐
車
場
の
設
置
を
求
め
る
陳
情
書

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ
り
行
政
を
効
率
化

し
、
人
や
財
源
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
本
補
正
予
算
に
は
観
光
客
の
二
次
交
通
を
含
む

公
共
交
通
事
業
や
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業
等
が
含
ま
れ

て
お
り
反
対
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

中
村 

芳
朗

中
村 

今
朝
子

賛
成
の
意
見

臼
井 

泰
彦

小
林 

純
子

増
田 

望
三
郎

反
対
の
意
見

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
申
込
支
援
事
業
の
再
延
長
に

よ
る
増
額
補
正
に
反
対
す
る
。
任
意
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
が
事
実
上
義
務
化
の
方
向
で
動
い
て
い
る
。

自
治
体
は
市
民
を
守
る
立
場
に
あ
る
。

不採択

陳
情
第
２
号

安
曇
野
市
に
お
け
る
青
少
年
の
国
際

交
流
の
機
会
拡
充
を
求
め
る
陳
情
書

現在、行事の際駐車場として使われている
北グラウンド

不採択

陳
情
第
３
号

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
の

対
策
を
求
め
る
陳
情
書

　令和 5 年 6 月定例会が 6 月 8 日から 6 月 28 日まで
開催され、報告 18 件、議案 18 件、陳情 3 件を審議
しました。

〜　令和 5 年度一般会計補正予算の主なもの　〜
・第1号（専決）：子育て世帯生活支援特別給付金給付事業　	 9,600万円
・第2号	 ：物価高騰緊急支援給付金給付事業　	 2億 8,154万円
	 新型コロナウイルス感染症対策事業　	 2億1,006万円
・第3号	 ：児童クラブ整備事業（増額分）　	 5,476万円
	 小中学校新型コロナウイルス感染対策物品購入費	 2,338万円
	 デマンドバス（あづみん）実証運行事業　	 1,100万円

陳情の賛否について白熱した討論が 交わされました！

可決

議
案
第
58
号

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
長
野
県
は
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
た
。
未
来

を
担
う
の
は
多
様
な
生
き
方
を
発
現
し
て
い
く
若
い
世

代
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
前
提
と
し
た
政
策
が
必
要
。
少

子
化
の
時
代
、
若
い
人
が
頑
張
り
た
く
な
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
は
い
く
ら
あ
っ
て
も
良
い
。
高
校
再
編
に
伴
う
、

特
色
あ
る
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
賛
同
す
る
。

林
　 

孝
彦

増
田 

望
三
郎

矢
澤 

毅
彦

橋
本 

裕
二

賛
成
の
意
見

岡
村 

典
明

臼
井 

泰
彦

増
井 

裕
壽

反
対
の
意
見

　
国
内
の
大
学
に
行
け
な
い
人
の
支
援
、
高
等
教
育
の

公
費
負
担
の
拡
充
が
優
先
。
市
の
財
源
規
模
で
は
給
付

型
の
支
援
は
難
し
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ク
ラ
ス
単
位

で
の
交
流
研
修
等
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
統
合

新
校
を
前
提
に
し
た
内
容
に
は
意
見
を
出
せ
な
い
。

陳
情
内
容

一　
大
学
生
の
海
外
留
学
を
支
援
す
る
給
付
型
奨
学

　
　
金
制
度
を
。

二　
中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
派
遣
事
業
な

　
　
ど
の
早
期
再
開
を
。

三　
高
校
再
編
に
伴
う
特
色
あ
る
教
育
の
実
施
に
関

　
　
す
る
意
見
書
提
出
を
。

陳
情
内
容

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
体
調
不
良
に
関
す
る
解
毒
情
報
の

発
信
と
相
談
対
応
を
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
体
調
不
良
は
免
疫
の
過
剰
反
応

に
よ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
見
解
を
多
く
見
聞
き
す

る
。
解
毒
と
い
う
考
え
で
治
療
す
る
こ
と
は
特
別
な
こ

と
で
は
な
い
。
市
民
ニ
ー
ズ
も
高
い
。

小
林 

純
子

賛
成
の
意
見

内
川 

集
雄

反
対
の
意
見

　
国
も
県
も
安
曇
野
市
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
前
、
接
種
後
の
体
調
不
良
に
関
す
る
相
談
、
情
報
提

供
は
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
る
。

　
も
っ
と
市
民
に
寄
り
添
う
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。
泉

大
津
市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
健
康
被
害
の
支

援
金
を
独
自
に
出
し
て
お
り
、
ま
た
無
料
の
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
も
実
施
し
て
い
る
。

増
田 

望
三
郎

賛
成
の
意
見
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穂
高
北
小
学
校
に
安
全

で
広
い
駐
車
場
の
設
置

を
求
め
る
陳
情
書

陳情第１号

ペ
ー
ジ
へ

６
・
７
・
11
・
12

総
務
環
境

７
・
11
・
12

福
祉
教
育

※対象の防災用品を購入する前に、
危機管理課へ申請してください。

申請方法が
変わりました！

安
曇
野
市
に
お
け
る
青
少

年
の
国
際
交
流
の
機
会

拡
充
を
求
め
る
陳
情
書

陳情第２号

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
副
反
応

の
対
策
を
求
め
る
陳
情
書

陳情第３号

常任委員会の録画配信が
始まりました。
各委員会ページの二次元
コードからご覧いただけ
ます。

改
修
工
事
の
概
要
を
聞
き
た
い
。

答 問
豊
科
北
小
は
、
Ｐ
Ｃ
教
室
を
児
童
ク
ラ
ブ
室
に
改

修
す
る
。
エ
ア
コ
ン
設
置
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置
工
事
、

内
装
、
照
明
改
修
等
で
合
計
2
6
7
0
万
円
の

改
修
工
事
費
と
な
る
。
穂
高
西
小
は
被
服
室
を
改

修
、
合
計
3
1
1
7
万
円
。
穂
高
南
小
は
合
計

3
2
6
1
万
円
の
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

（
福
祉
教
育
委
員
会
所
管
事
項
）

議案第58号

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
５
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
６
月
８
日
に
、
令
和
５
年
度
安
曇

野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
含
む
議
案
４
件
と
陳
情
３
件
を
６
月
21
日
に
、
追
加
議
案
１
件
を
６
月
28
日
に
、
安
曇
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
を
７
月
10
日
に
審
査
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

    

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

常任委員会報告

一
志 

信
一
郎

内
川 

集
雄

岡
村 

典
明

反
対
の
意
見

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
活
用
す
る
と
1
9
0
台
分
あ
る
。

こ
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
他
の
小
・
中
学
校
と
大
き
く
は

変
わ
ら
な
い
。

　
北
小
の
近
く
に
は
公
共
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。

北
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
安
全
な
駐
車
場
に
改
良
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
本
陳
情
の
意
に
沿
う
。

（
賛
否
同
数
と
な
り
、
委
員
長
裁
決
で
採
択
）

臼
井 

泰
彦

橋
本 

裕
二

矢
澤 

毅
彦

賛
成
の
意
見

総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
５
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
６
月
８
日
に
、
令
和
５
年
度
安

曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
含
む
議
案
２
件
と
陳
情
１
件
を
６
月
20
日
に
、
追
加
議
案
１
件
を
６
月
28
日
に
、
安
曇

野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
を
７
月
10
日
に
審
査
し
ま
し
た
。　
　
　
　

 

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

（
総
務
環
境
委
員
会
所
管
事
項
）

「
再
審
法
（
刑
事
訴
訟
法

の
再
審
規
定
）」
の
改
正

を
求
め
る
意
見
書

トピック
地域情報サイト

ジモティーと協定を締結
　市と株式会社ジモティーは、持続可
能な社会の実現に向け、県内初となる
リユースに関する協定を令和５年６月８
日に締結。
　まだ使える不用品のリユースに、ジ
モティーを積極的にご利用ください。
ジモティーとは、無料で不用品をあ
げたり、人を募集したりで
きる個人間取引 Web サー
ビス。詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

　

継
続
審
査
の
３
回
目
を
も
っ
て
審
査
未
了　

　

補
正
予
算
に
関
す
る
質
疑
か
ら　

令
和
５
年
４
月
か
ら
、
防
災
用
品
の
購
入
補
助

の
対
象
に
テ
ン
ト
や
寝
袋
、
発
電
機
等
も
加
わ
っ

た
。
レ
ジ
ャ
ー
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で
使

え
る
た
め
補
助
申
請
が
増
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、

防
災
用
品
と
し
て
適
切
か
。
そ
の
た
め
の
補
正

予
算
３
０
０
万
円
の
必
要
性
は
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
申
込
み
の
委
託
料
の
関

係
で
、
現
在
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多

発
す
る
な
か
、
自
治
体
と
し
て
こ
の
ま
ま
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
の
取
得
や
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る

取
得
誘
導
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
問
題
は
な

い
か
。

答

答

問

問

災
害
時
の
使
用
に
限
定
し
た
も
の
は
、
い
ざ
と

い
う
時
に
使
え
な
か
っ
た
り
す
る
恐
れ
も
あ
る
。

レ
ジ
ャ
ー
等
日
常
生
活
で
使
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
災
害
時
に
す
ぐ
に
役
立
つ
備
え
と
な
る
の

で
、
さ
ら
に
市
民
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に

増
額
補
正
を
し
た
。
申
込
期
間
は
５
年
間
、
令

和
６
年
以
降
も
補
助
申
請
で
き
る
。

業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
遵
守
し
適
切
に
取
得
支
援
を

行
う
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、
作
業
現
場
に
も

出
向
い
て
業
務
従
事
者
に
注
意
喚
起
を
し
て
い

る
。

井
出 

勝
正

反
対
の
意
見

　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
に
健
康
保
険
証
を
ひ
も
付
け
す
る
段

階
で
多
数
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
命
に
関
わ
る
の
で
止

め
て
ほ
し
い
と
い
う
切
実
な
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
進
め
る
国
の
方
針
に
、
自
治
体
と

し
て
唯
々
諾
々
と
従
う
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の

か
。

ペ
ー
ジ
へ

議案第58号

令和4年
陳情第12号

竹
内 

秀
太
郎

賛
成
の
意
見

　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
問
題
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
り
行
政
経
費
の
削
減
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
や
そ
の
取
得
推
進
の
た
め
の
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
は
、
日
本
の
社
会
を
持
続
可
能
で
今

後
持
続
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
だ
と
考

え
る
。

〇
令
和
４
年
12
月
議
会
に
お
け
る
委
員
会

　
　
陳
情
者
に
よ
る
陳
情
の
内
容
説
明
、
陳
情
者
へ
の

質
疑
、
意
見
交
換
→
継
続
審
査

〇
令
和
５
年
３
月
議
会
に
お
け
る
委
員
会

　
　
三
権
分
立
の
原
則
の
堅
持
と
い
う
大
義
名
分
の
も

と
、
本
来
あ
る
べ
き
法
律
の
形
が
実
現
さ
れ
て
お
ら

ず
、
再
審
は
開
か
ず
の
扉
だ
。
一
方
、
意
見
書
を
出

す
に
は
議
会
と
し
て
も
っ
と
議
論
が
必
要
と
の
意

見
も
。
→
継
続
審
査

〇
令
和
５
年
６
月
議
会
に
お
け
る
委
員
会

　
　
国
会
で
も
議
論
中
で
あ
り
、
専
門
知
識
に
乏
し
い

地
方
議
会
で
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
→
審
査
未
了

　

児
童
ク
ラ
ブ
室
の
整
備
に
つ
い
て　

（
令
和
５
年
４
月
の
状
況
に
つ
い
て
）

　
現
在
９
カ
所
あ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
う
ち
穂
高

北
小
、
堀
金
小
で
は
６
年
生
ま
で
の
受
け
入
れ
が
済
ん

で
い
る
。
残
り
７
カ
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
４
年
生
ま

で
の
受
け
入
れ
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
７
カ
所
の
う
ち
、

豊
科
北
小
、
穂
高
西
小
、
明
北
小
の
３
校
で
現
在
設
計

等
を
行
っ
て
い
て
、
年
内
に
改
修
工
事
が
終
了
す
る
見

込
み
。
穂
高
南
小
に
つ
い
て
は
令
和
６
年
３
月
の
改
修

工
事
終
了
を
目
指
し
て
い
る
。

一
志 

信
一
郎
・
岡
村 

典
明

臼
井 

泰
彦
・
内
川 

集
雄

反
対
の
意
見

　
す
で
に
入
学
準
備
金
貸
付
制
度
が
あ
る
。
ま
ず
は
海

外
よ
り
も
国
内
を
優
先
す
べ
き
。
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
等

も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
子
育
て
支
援
で
あ
り
、
教
育
支
援
。
世
界
に

飛
び
出
し
て
い
く
人
材
を
育
て
る
安
曇
野
市
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。
技
術
新
校
に
対
す
る
思
い
に
も
賛
同
す
る
。

矢
澤 

毅
彦
・
橋
本 

裕
二

賛
成
の
意
見

岡
村 

典
明
・
一
志 

信
一
郎

橋
本 

裕
二
・
矢
澤 

毅
彦

反
対
の
意
見

　
相
談
や
発
信
に
は
医
師
等
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た

人
材
の
配
置
が
必
要
に
な
る
た
め
無
理
だ
ろ
う
。
行
政

と
し
て
は
信
頼
度
の
高
い
学
会
や
厚
生
労
働
省
を
よ
り

ど
こ
ろ
に
す
る
し
か
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
に
対
し
て
毒
や

解
毒
と
い
う
言
葉
は
使
え
な
い
。

[

項
目
①] 

大
学
生
の
海
外
留
学
を
支
援
す
る
給
付

型
奨
学
金
制
度
を
。

[

項
目
②] 

ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
青
年
交
流
事
業
や
中
学
生
海

外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
派
遣
事
業
な
ど
の
早
期
再
開
を
。

[

項
目
③] 

高
校
再
編
に
伴
う
特
色
あ
る
教
育
の
実
施

に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
。

※

※
審
査
未
了
…
審
査
期
間
中
（
安
曇
野
市
議
会
で
は
継
続
審
査
３
回
以
内
）
に
議
決
に
至
ら
な
い
場
合
、
事
実
上
の
審
査
終
了
と
な
る
こ
と
。

常任委員会の録画配信が
始まりました。
各委員会ページの二次元
コードからご覧いただけ
ます。
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ページへ８

ページへ６.9

ページへ6

ページへ３

経
済
建
設

７
・
11
・
12

ページへ７.9

ページへ７.9

ページへ６～10

ページへ6

常任委員会報告

      産業・経済・観光・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

56号 安曇野市証人、参考人等の費用弁償等の支給に関す
る条例の一部を改正する条例

原案
可決

60号 市道の廃止について

61号 市道の認定について

62号 松本市の公の施設の利用に関する協議について
（公共下水道利用区域Ａ）

63号 松本市の公の施設の利用に関する協議について
（公共下水道利用区域Ｂ，Ｃ）

      健康・福祉・教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

53号
安曇野市行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を
改正する条例

原案
可決

54号 安曇野市介護保険条例の一部を改正する条例

55号 安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

65号 損害賠償の額を定めることについて
（公用車事故に関すること）

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

令和４年
12号

「『再審法（刑事訴訟法の再審規定）』の改正
を求める意見書」の採択を求める陳情書

審議
未了

令和５年
１号

穂高北小学校に安全で広い駐車場の設置
を求める陳情書 採択

令和５年
２号

安曇野市における青少年の国際交流の機会
拡充を求める陳情書 不採択

令和５年
３号 コロナワクチン副反応の対策を求める陳情書 不採択

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

52号 安曇野市行政改革推進委員会設置条例を廃止する条
例

原案
可決

57号 令和５年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）

58号 令和５年度安曇野市一般会計補正予算
（第３号）

59号 令和４年度農業用施設災害復旧事業（Ｒ３繰越）
豊科光地区犀川堰堤復旧工事変更請負契約について

64号 損害賠償の額を定めることについて
（市営堀金霊園の外灯倒壊事故に関すること）

66号
安曇野市消防団消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）の
購入（令和６年度債務負担行為）に係る売買契約に
ついて

67号 令和５年度西穂高認定こども園改修事業大規模改修
工事請負契約について

68号 令和５年度豊科保健センター大規模改修工事請負契
約について

69号 令和５年度三郷体育館耐震補強工事請負契約につい
て

70号 令和 5 年度安曇野市一般会計補正予算
（第 4 号）

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

2号 令和４年度安曇野市一般会計繰越明許費繰越計算書
について

受理

3号 令和４年度安曇野市一般会計事故繰越し繰越計算書
について

4号 令和４年度安曇野市水道事業会計予算繰越計算書に
ついて

5号 令和４年度安曇野市下水道事業会計予算繰越計算書
について

6号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（公用車事故に関すること）

7号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（道路事故に関すること）

8号 債権放棄の報告について
（住宅新築資金等貸付元利金に係る債権）

9号 債権放棄の報告について（水道料金に係る債権）

10号 専決処分の承認を求めることについて
（安曇野市税条例の一部を改正する条例）

承認

11号 専決処分の承認を求めることについて
（安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する条例）

12号
専決処分の承認を求めることについて

（安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条
例）

13号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度
安曇野市一般会計補正予算（専決第３号））

14号
専決処分の承認を求めることについて（令和４年度
安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（専決第１
号））

15号
専決処分の承認を求めることについて（令和４年度
安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算（専決第
１号））

16号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度
安曇野市介護保険特別会計補正予算（専決第１号））

17号
専決処分の承認を求めることについて（令和４年度
安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算（専決
第１号））

18号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度
安曇野市有明荘特別会計補正予算（専決第１号））

19号 専決処分の承認を求めることについて（令和５
年度安曇野市一般会計補正予算（専決第１号））

令和5年 6月定例会・第1回臨時会   6 月定例会・第1回臨時会で審議した結果です

議案第58号

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
） 経

済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
５
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
６
月
８
日
に
、
令
和
５
年
度
安

曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
含
む
議
案
４
件
を
６
月
22
日
に
、
追
加
議
案
２
件
を
６
月
28
日
に
、
安
曇
野
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
を
７
月
10
日
に
審
査
し
ま
し
た
。 　
　
　
　
　
　

      

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
追
払
い
体
験
講
習
会
が
７
月
３
日
、

４
日
、
８
日
、
９
日
に
開
か
れ
、
70
人
が
参
加
。
講
習

会
後
、
活
動
で
き
る
人
は
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
追
払
隊
と

し
て
活
動
す
る
。

ペ
ー
ジ
へ

追払い体験講習会

  

上
下
水
道
部
よ
り
説
明

トピック
観光面でのデマンド交通活用の実証事業

7月29日～10月29日までの
土・日・祝日に8台で試行

排水ポンプ車、可搬式排水ポンプの導入
明科地域の内水氾濫対策として

　
観
光
面
で
の
デ
マ
ン
ド
交
通
活
用
の
実
証
事
業

観
光
客
向
け
の
周
知
方
法
は
。
運
行
時
間
は
。

問

答
観
光
協
会
を
通
じ
て
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
周
知
す
る
。
運
行
時
間
は「
あ
づ
み
ん
」

と
同
様
の
時
間
を
想
定
し
て
い
る
。

「
あ
づ
み
ん
」
は
事
前
登
録
だ
が
、
観
光
客
に
も

求
め
る
の
か
。

答 問
ア
プ
リ
を
構
築
し
て
い
る
。
市
の
公
式
L
I
N
E

で
も
申
し
込
め
る
機
能
を
考
え
て
い
る
。

観
光
客
に
は
、
む
し
ろ
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
も

ら
っ
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

答 問
今
ま
で
通
り「
観
光
ら
く
ら
く
タ
ク
シ
ー
」を
使
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
実
証
事
業
は

夏
場
だ
け
行
い
、
そ
の
後
ど
う
す
る
か
は
検
証
す

る
。

　
市
営
住
宅
一
日
市
場
団
地
の
シ
ロ
ア
リ
被
害
に
対

　
す
る
工
事

木
造
住
宅
と
い
う
こ
と
で
、
シ
ロ
ア
リ
の
被
害

は
予
想
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
過
去
に
点
検
、

予
防
対
策
等
は
行
わ
れ
て
き
た
か
。

答 問
定
期
的
な
検
査
や
、
予
防
防
除
の
経
過
は
な
い
。

今
後
、定
期
的
な
点
検
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

40
坪
で
１
９
０
０
万
円
の
工
事
費
だ
。
坪
単
価

が
非
常
に
高
い
。
33
年
経
過
し
た
も
の
を
直
す

価
値
が
あ
る
か
。

答 問
入
居
者
が
引
き
続
き
三
郷
地
域
で
住
み
続
け
た
い

と
い
う
希
望
が
あ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
措
置

を
講
じ
た
い
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策　

議案第62号

松
本
市
の
公
の
施
設
の

利
用
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

　
松
本
市
梓
川
境
の
三
郷
地
区
造
成
地
の
下
水
道
管

を
、
南
側
に
接
道
し
て
い
る
松
本
市
の
下
水
道
管
へ
接

続
し
た
い
。
そ
の
ほ
う
が
、
利
用
者
の
利
便
性
、
維
持

管
理
の
観
点
か
ら
も
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　
松
本
市
と
協
議
し
た
い
の
で
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
。

常任委員会の録画配信が
始まりました。
各委員会ページの二次元
コードからご覧いただけ
ます。
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６月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

道
路
建
設
等
で
安
全
で

利
便
性
の
高
い
街
づ
く
り
を

　
問	

街
づ
く
り
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

県
と
連
携
し
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
。

建
設	

市
道
豊
科
１
級
26
号
は
令
和
７
年
度
の

完
成
を
目
指
す
。
須
砂
渡
ト
ン
ネ
ル
は

令
和
５
年
度
に
詳
細
設
計
な
ど
を
予
定
。

　
問	

国
道
１
４
７
号
の
拾
ケ
堰
橋
北
交
差
点

か
ら
西
へ
の
先
線
の
建
設
の
促
進
を
。

建
設	

事
業
化
に
向
け
て
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
問	

豊
科
の
防
災
広
場
北
交
差
点
の
北
の
道

路
改
良
と
環
状
交
差
点
新
設
の
進
展
は
。

建
設	

８
月
上
旬
供
用
開
始
予
定
。
東
西
の
道

路
改
良
予
定
。
愛
称
は
考
え
て
い
な
い
。

　
問	

公
共
施
設
整
備
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

必
要
な
公
共
施
設
の
整
備
は
不
可
欠
。

総
務	

整
備
の
基
本
的
考
え
方
は
市
長
の
通
り
。

　
問	
豊
科
中
央
児
童
館
と
高
家
児
童
館
は
。

教
部	
２
つ
の
児
童
館
と
も
建
て
替
え
を
す
る
。

　
問	
新
博
物
館
構
想
の
検
討
の
進
展
は
。

教
長	

再
検
討
す
る
委
員
会
を
秋
頃
に
発
足
。

　
問	

豊
科
郷
土
博
物
館
の
改
修
や
昇
降
機
を
。

教
部	

階
段
昇
降
機
等
の
導
入
を
、
な
る
べ
く

早
く
設
置
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
問	

県
営
住
宅
の
市
有
跡
地
の
利
用
構
想
は
。

総
務	

具
体
的
検
討
を
始
め
る
段
階
に
は
な
い
。

建
設	

豊
科
駅
西
側
の
整
備
に
つ
い
て
具
体
的

な
計
画
は
な
い
。
慎
重
な
検
討
が
必
要
。

　
問	

市
霊
園
と
合
葬
式
墳
墓
は
。
樹
木
葬
は
。

生
活	

合
葬
式
の
新
た
な
施
設
整
備
の
検
討
を

す
る
。
樹
木
葬
は
引
き
続
き
研
究
す
る
。

　
問	

対
応
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

活
用
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

教
長	

今
後
の
活
用
は
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

政
策	

導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問	

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
・
I
C
T
教
育
は
。

教
部	

状
況
に
応
じ
て
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

使いやすい豊科郷土博物館に！
階段に昇降機設置を検討

豊
科
中
央
児
童
館
や
豊
科
郷
土
博
物
館

や
県
住
跡
地
や
霊
園
の
公
共
施
設
整
備

無所属の会
林 孝彦

　
問	

市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
生
涯
教
育
等
関
係

部
門
は
、
ど
う
実
現
し
て
い
く
の
か
。

教
長	

第
３
次
安
曇
野
市
教
育
大
綱
及
び
第
２

次
安
曇
野
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
に
位

置
付
け
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
中

央
公
民
館
で
行
う
安
曇
野
ア
カ
デ
ミ
ー

で
は
、
全
５
回
の
講
座
を
開
催
。
10
月

か
ら
小
説
「
安
曇
野
」
の
主
要
登
場
人

物
に
つ
い
て
学
ぶ
予
定
。
ま
た
、
小
説

に
ち
な
ん
だ
場
所
を
訪
れ
る
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
計
画
。
小
中
学
生
に
、
紙

芝
居
等
出
前
講
座
も
実
施
し
て
い
る
。

臼
井
吉
見
の
生
涯
や
作
品
を
、
子
ど
も

た
ち
を
含
め
多
く
の
人
に
親
し
ん
で
も

ら
う
。

臼井吉見文学館

　
問	「
臼
井
吉
見
先
生
と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

	

づ
く
り
」
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ

う
に
描
こ
う
と
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

市
長	

臼
井
吉
見
の
小
説
「
安
曇
野
」
は
、
安

曇
野
の
風
土
や
郷
土
が
輩
出
し
た
多
く

の
先
人
た
ち
の
魅
力
も
全
国
に
発
信
し

て
い
る
。
市
の
名
前
に
な
っ
て
い
る
安

曇
野
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
た
の
も
功

績
の
大
き
な
一
つ
だ
と
思
う
。
小
説「
安

曇
野
」
で
描
写
さ
れ
た
風
景
や
、
登
場

人
物
に
光
を
当
て
て
発
信
し
て
い
く
こ

と
は
、
安
曇
野
の
自
然
、
文
化
、
歴
史

等
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
市
民
の
誇
り
や
、
郷
土
に
対
す
る

愛
着
に
つ
な
が
る
。
臼
井
吉
見
文
学
館

の
活
動
、
友
の
会
や
「
安
曇
野
」
を
読

む
会
等
の
活
動
は
、
郷
土
で
あ
る
安
曇

野
の
魅
力
を
知
る
、
そ
の
す
そ
野
を
広

げ
る
営
み
だ
と
考
え
て
い
る
。
令
和
５

年
度
に
小
説
「
安
曇
野
」
を
紹
介
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
・
配
布
や
、
専
門

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
整
備
等
も
行
う
。
こ

の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
市
民
に
郷

土
へ
の
よ
り
深
い
愛
着
と
誇
り
を
持
っ

て
も
ら
う
機
会
と
し
て
い
き
た
い
。

臼
井
吉
見
先
生
と

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

会派 あづみ野
一志 信一郎

し
い
安
曇
野
市
に
お
い
て
、
冬
場
で
し

か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
眺
望
、
ま
た

冬
の
厳
し
さ
を
逆
手
に
、
都
会
で
は
体

験
で
き
な
い
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
な
ど
、

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
の
高
付
加
価
値
化
に
よ
り
、
冬

季
の
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

　
問	

長
峰
山
山
頂
へ
の
道
路
の
通
年
開
通
は
。

農
林	

冬
季
の
観
光
振
興
を
進
め
る
上
で
、
林

道
の
交
通
開
放
が
必
要
な
場
合
は
安
全

対
策
も
含
め
、
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
令
和
５
年
度
、
林
道
長
峰
線
の

拡
幅
に
つ
い
て
調
査
業
務
を
実
施
す
る
。

調
査
の
中
で
、
冬
季
の
通
行
対
策
も
含

め
、
検
討
し
て
い
く
。

早朝、長峰山絶景ツアーに参加する
市内宿泊者

　
問	

長
峰
山
山
頂
の
駐
車
場
拡
充
、
山
頂
ま

で
の
舗
装
整
備
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
。

商
工	

東
部
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
整
備
構
想
に
お

け
る
観
光
面
で
の
位
置
づ
け
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
等
、
長
峰
山
周
辺
の
整

備
を
図
っ
て
い
く
。

　
問	

ラ
ン
チ
ャ
ー
台
の
整
備
に
つ
い
て
は
。

商
工	

競
技
を
す
る
上
で
安
全
に
使
用
で
き
る

よ
う
、
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
競
技
団
体

か
ら
仕
様
等
の
聞
き
取
り
と
観
光
協
会

の
ツ
ア
ー
も
考
慮
し
て
、
工
事
の
時
期

に
つ
い
て
調
整
を
図
っ
て
い
る
。
景
観

に
配
慮
し
た
施
設
と
な
る
よ
う
令
和
５

年
度
末
ま
で
に
整
備
し
て
い
く
。

　
問	

歴
史
の
塔
の
今
後
は
。

商
工	

長
峰
山
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
定
着
を
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
維
持
管
理

し
て
い
く
。

　
問	

冬
季
の
観
光
振
興
の
考
え
は
。

商
工	

年
全
体
と
比
較
す
る
と
約
15
％
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
冬
季
の
観
光
需
要
を
喚

起
す
る
た
め
の
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

気
候
的
に
も
降
雪
も
少
な
く
、
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
観
光
振
興
が
難

東
山
（
長
峰
山
）
の
振
興
と

冬
季
観
光
振
興

会派 さきがけ
辻谷 洋一

チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
等
の
技
術
に
対
応
は

全議案のうち賛否が分かれた議案等
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

議案等
番号 議決日 議決

結果

矢
澤　
毅
彦

中
村　
芳
朗

大
竹　
啓
正

増
井　
裕
壽

岡
村　
典
明

辻
谷　
洋
一

橋
本　
裕
二

臼
井　
泰
彦

松
枝　
　
功

竹
内
秀
太
郎

中
村
今
朝
子

林　
　
孝
彦

井
出　
勝
正

増
田
望
三
郎

猪
狩
久
美
子

内
川　
集
雄

宮
下　
明
博

小
林　
純
子

一
志
信
一
郎

平
林　
　
明

議　案
第53号

安曇野市行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部を改正する条例

6/28 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第58号

令和５年度安曇野市一般会計補正予算
（第３号） 6/28 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ 議

令和5年
陳情第１号

穂高北小学校に安全で広い駐車場の設置を
求める陳情書 6/28 採択 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ × 議

令和5年
陳情第２号

安曇野市における青少年の国際交流の機会
拡充を求める陳情書 6/28 不採択 ○ × × × × × ○ × × × × ○ × ○ × × × ○ × 議

令和5年
陳情第３号 コロナワクチン副反応の対策を求める陳情書 6/28 不採択 × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ○ × 議

議員名
議案名

令和5年 6月定例会・第1回臨時会
  6 月定例会・第1回臨時会で審議した結果です

一 般 質 問

議
員
辞
職
に
伴
い

委
員
会
構
成
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た

（
◎
：
委
員
長 

〇
：
副
委
員
長
）

総
務
環
境
委
員
会

◎
増
田　
望
三
郎

〇
中
村　
芳
朗

　
竹
内　
秀
太
郎

　
井
出　
勝
正

　
小
林　
純
子

　
平
林　
　
明

一
部
事
務
組
合
等

穂
高
広
域
施
設
組
合
議
会

　
矢
澤　
毅
彦

　
大
竹　
啓
正

　
辻
谷　
洋
一

　
竹
内　
秀
太
郎

　
中
村　
今
朝
子

　
猪
狩　
久
美
子

　
宮
下　
明
博

　
小
林　
純
子

　
平
林　
　
明

安
曇
野
松
筑
広
域
環
境
施
設

組
合
議
会

　
矢
澤　
毅
彦

　
大
竹　
啓
正

　
増
井　
裕
壽

　
岡
村　
典
明

　
辻
谷　
洋
一

　
臼
井　
泰
彦

　
竹
内　
秀
太
郎

　
林　
　
孝
彦

　
一
志　
信
一
郎

　
平
林　
　
明
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６月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

一 般 質 問
　
問	

今
回
、
子
ど
も
食
堂
関
連
の
補
助
金
が

つ
い
た
。
補
助
金
に
関
し
て
、
規
則
が

あ
り
、
要
綱
も
必
要
か
と
思
う
が
、
現

在
の
支
給
の
条
件
は
。

福
祉	

基
準
と
し
て
、
市
内
に
お
い
て
一
回
あ

た
り
子
ど
も
５
人
以
上
の
参
加
、
年
の

実
施
回
数
が
３
回
以
上
で
、
食
事
の
提

供
あ
る
い
は
学
習
の
支
援
の
場
を
実
施

す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

　
問	

む
や
み
に
申
請
で
き
な
い
と
思
う
が
、

上
限
等
決
め
ご
と
が
あ
る
か
。

福
祉	

一
回
あ
た
り
子
ど
も
の
参
加
人
数
が
５

人
か
ら
20
人
の
場
合
は
２
万
円
、
21

人
か
ら
50
人
の
場
合
は
３
万
円
、
51

人
か
ら
１
０
０
人
の
場
合
は
４
万
円
、

１
０
１
人
以
上
の
場
合
は
５
万
円
を
基

準
額
と
し
て
交
付
す
る
。

　
問	

補
助
金
以
外
に
、
行
政
と
し
て
で
き
る

こ
と
は
あ
る
か
。

福
祉	

で
き
る
限
り
現
場
に
出
向
い
て
、
団
体

の
声
、
利
用
者
の
声
を
聞
く
。
ま
た
、

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
必
要
な
協
力

支
援
を
し
て
い
く
。

　
問	

安
曇
野
赤
十
字
病
院
の
現
状
は
。

保
健	

令
和
４
年
度
は
救
急
車
の
積
極
的
な
受

入
れ
な
ど
、
経
営
改
善
対
策
が
功
を
奏

し
、
入
院
患
者
数
の
増
加
な
ど
で
医
業

収
益
が
大
幅
に
伸
び
た
。
今
年
以
降
の

経
営
状
況
は
、
借
入
金
の
返
済
等
な
ど

が
あ
り
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
。

　
問	

市
民
か
ら
の
声
は
あ
る
か
。

保
健	

松
本
広
域
消
防
局
か
ら
は
、
救
急
搬
送

に
つ
い
て
、
日
赤
が
積
極
的
に
受
け
入

れ
て
い
る
た
め
、
搬
送
困
難
件
数
が
大

幅
に
減
少
し
た
と
聞
く
。

　
問	

小
児
科
医
院
が
少
な
い
と
認
識
す
る
が
、

市
と
し
て
は
ど
う
か
。

保
健	

市
内
に
は
、
診
療
科
と
し
て
小
児
科
を

標ひ
ょ
う
ぼ
う
榜
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
約
20
医
療
機

関
あ
る
。
不
足
し
て
い
な
い
。

地
域
の
福
祉
・
医
療
か
ら

全
世
代
を
支
援

会派 あづみ野
岡村 典明

持ち帰り用に袋詰めされた食料品

　
問	

地
域
の
幸
福
度
を
上
げ
る
に
は
活
躍
の

舞
台
が
必
要
と
い
う
研
究
が
あ
る
。
高

等
教
育
機
関
は
ど
う
か
。
例
え
ば
山
形

県
鶴
岡
市
に
は
慶
応
義
塾
大
学
の
先
端

生
命
科
学
研
究
所
が
あ
る
。
大
河
ド
ラ

マ
を
招
致
す
る
こ
と
と
構
え
は
同
じ
。

市
長	

総
論
と
し
て
は
全
く
賛
成
だ
が
、
信
州

大
学
と
拮
抗
す
る
よ
う
な
大
学
を
求
め

る
と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。

　
問	

減
給
と
な
る
再
任
用
で
は
な
く
、
定
年

延
長
と
す
べ
き
で
は
。
同
一
労
働
同
一

賃
金
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

市
長	

人
事
事
項
の
た
め
答
弁
を
控
え
る
。

無所属の会
橋本 裕二

市
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

（
幸
福
度
）
調
査
を

　
問	

市
民
の
幸
福
度
調
査
を
提
案
す
る
。
実

施
中
の
市
民
満
足
度
調
査
は
行
政
の
仕

事
ぶ
り
を
評
価
す
る
も
の
で
考
え
方
が

異
な
る
。
市
民
が
本
当
に
幸
せ
か
、
幸

福
度
は
向
上
し
て
い
る
か
、
ど
う
か
。

市
長	

市
民
の
幸
福
度
が
向
上
し
て
い
る
か
、

私
の
主
観
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
。
も

し
不
幸
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
原
因
の
解

消
に
向
け
て
施
策
を
行
っ
て
い
く
。

　
問	

ユ
ニ
セ
フ
の
調
査
で
は
、
日
本
の
子
ど

も
の
身
体
的
健
康
は
38
か
国
中
１
位
だ

が
、
精
神
的
幸
福
度
は
37
位
。
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
が

都
市
別
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
偏
差
値
で

公
表
し
た
。
安
曇
野
市
は
文
化
芸
術
や

住
宅
環
境
が
高
く
評
価
さ
れ
る
一
方
、

歳
出
総
額
に
占
め
る
教
育
費
の
割
合
は

偏
差
値
37
。
歩
道
設
置
率
34
、
公
共
空

間
40
、
自
治
体
管
理
職
の
女
性
割
合
34
。

強
み
を
活
か
し
つ
つ
弱
点
の
な
い
地
域

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
測
定
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
作
り
政
策

立
案
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

政
策	

市
民
意
識
調
査
で
満
足
度
を
調
査
し
て

い
る
。
幸
福
度
調
査
は
考
え
て
い
な
い
。

安曇野市の暮らしやすさ客観指数（偏差値）

　
問	

駅
西
側
の
県
営
団
地
が
取
り
壊
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
団
地
の
敷
地
は
線
路
側
に

市
有
地
が
あ
り
、
西
側
の
道
路
沿
い
に

県
有
地
が
あ
る
。
県
有
地
の
活
用
を
県

に
確
認
し
た
ら
、
現
に
お
住
ま
い
の
一

世
帯
が
退
去
し
た
ら
売
却
方
針
と
の
こ

と
。
市
が
、
県
有
地
を
購
入
し
、
駅
西

側
地
域
の
活
性
化
策
の
検
討
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長	

県
か
ら
、
県
有
地
売
却
の
話
が
あ
っ
た

ら
、
市
有
地
が
公
道
に
面
し
て
い
な
い

袋ふ
く
ろ
ち地

と
な
ら
な
い
よ
う
県
と
協
議
し
た

い
。
駅
西
側
地
域
の
整
備
は
多
大
な
用

地
と
事
業
費
を
要
す
る
の
で
慎
重
で
十

分
な
検
討
を
し
た
い
。

　
問	

県
有
地
の
購
入
に
は
、
県
有
地
の
活
性

化
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
市

は
、
職
員
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
と
、

「
駅
西
側
地
域
活
性
化
協
議
会
」
を
設

	

置
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長	

協
議
会
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
、
協
議

会
の
目
的
、
目
標
を
明
確
に
す
る
中
で
、

地
域
の
機
運
の
高
ま
り
に
よ
り
適
切
な

時
期
に
検
討
す
る
。

　
問	

工
事
事
務
関
係
と
用
地
交
渉
事
務
を
同

一
職
員
が
行
っ
て
い
る
た
め
に
、
用
地

交
渉
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。
そ
こ
で
、
私
が
、
用
地
交
渉
の

経
験
豊
富
な
専
門
職
員
の
配
置
を
提
案

し
、
令
和
３
年
度
に
専
門
職
員
が
配
置

さ
れ
た
が
、
そ
の
実
績
、
効
果
は
。

建
設	

長
年
交
渉
が
難
航
し
て
い
た
箇
所
を
含

め
８
人
の
地
権
者
と
交
渉
し
、
６
件
の

契
約
締
結
を
し
た
。
成
果
が
上
が
っ
て

い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
男
女
差
）
平
等
に
向
け
た
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

J
R
豊
科
駅
西
側
地
域
の

活
性
化
に
つ
い
て

会派 あづみ野
竹内 秀太郎

JR 豊科駅西側の県営住宅が
取り壊された部分

用
地
交
渉
体
制
の
改
善
に
つ
い
て

総
務
部
長
の
再
任
用
に
つ
い
て

※

※
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
…
日
本
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
拡
大
と
高
度
化
を
推
進
す
る
た
め
の
産
官
学
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。
一
般
社
団
法
人
。

校
が
連
携
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て

い
る
。
引
き
続
き
支
援
す
る
。

　
問	

小
学
５
年
生
と
中
学
２
年
生
で
、
健
康

診
断
の
時
に
血
液
検
査
を
行
う
が
、
最

近
の
健
康
状
況
は
ど
う
か
。

教
部	

血
糖
値
が
高
い
児
童
生
徒
が
、
受
診
者

全
体
の
４
分
の
１
程
度
み
ら
れ
、
令
和

４
年
度
か
ら
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
を

追
加
し
、
令
和
５
年
度
か
ら
、
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
も
加
え
て
、
糖
尿
病
等
の

早
期
発
見
・
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
問	

胃
が
ん
予
防
の
、
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
も

加
え
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

教
部	

令
和
６
年
度
に
示
さ
れ
る
、
厚
生
労
働

省
の
検
証
結
果
を
待
っ
て
検
討
す
る
。

会派 あづみ野
中村 今朝子

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に

　
問	

安
曇
野
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
の
た
め
の
、
私
た
ち
の
役
割
や
思
い

を
、
市
長
と
教
育
長
に
伺
う
。

市
長	

令
和
５
年
度
よ
り
公
認
心
理
士
を
１
人

増
員
し
、
不
登
校
支
援
の
体
制
強
化
と

し
て
、
教
育
施
設
連
携
促
進
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
た
。

教
長	

安
曇
野
で
暮
ら
す
、
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
の
社
会
的
な
自
立
を
支
援
し
、
多

様
な
学
び
の
機
会
を
保
障
す
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
問	

文
部
科
学
省
は
令
和
５
年
３
月
31
日
、

だ
れ
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保

証
を
社
会
全
体
で
実
現
し
て
い
こ
う
と
、

C
O
C
O
R
O
プ
ラ
ン
を
発
表
し
た
。

不
登
校
の
子
ど
も
を
支
援
し
て
い
く
う

え
で
、
そ
の
保
護
者
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
保
護
者
の
会

に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て
派
遣
し
、
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
部	

不
登
校
児
童
生
徒
の
親
の
会
は
市
内
で

２
団
体
あ
り
、
新
た
な
動
き
も
あ
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
学
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６月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

　
問	

子
ど
も
の
実
態
調
査
を
行
い
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
計
画
を
作
っ
て
、
具
体
的

な
施
策
を
進
め
る
時
期
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
は
。

市
長	

令
和
６
年
度
に
第
３
次
安
曇
野
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
作
成
予

定
。
令
和
５
年
度
に
生
活
実
態
に
関
す

る
項
目
を
含
め
子
ど
も
・
子
育
て
に
関

す
る
調
査
を
行
い
、
結
果
を
踏
ま
え
計

画
す
る
。
調
査
項
目
は
子
育
て
対
策
に

遺い
ろ
う漏
な
い
も
の
に
す
る
。
子
ど
も
の
権

利
条
例
の
考
え
は
な
い
が
、
子
ど
も
の

権
利
が
最
大
限
尊
重
さ
れ
る
市
を
目
指

し
各
種
施
策
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
問	

通
学
路
の
ト
イ
レ
や
水
補
給
を
「
こ
ど

も
を
守
る
安
心
の
家
」
へ
の
お
願
い
は
。

教
部	
支
所
や
図
書
館
な
ど
公
共
施
設
の
ト
イ

レ
等
の
利
用
を
説
明
し
て
い
く
。

　
問	

心
が
お
れ
な
い
支
援
を
す
べ
き
で
は
。

農
林	

収
穫
期
に
な
ら
な
い
と
被
害
の
全
容
が

判
明
し
な
い
。
今
後
の
生
育
状
況
に
注

視
し
な
が
ら
、
県
や
J
A
と
連
携
を

図
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

　
問	

安
曇
野
市
の
水
道
水
や
地
下
水
の
水
質

で
ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
大
丈
夫
か
。

水
道	

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
検
査
は
し
て
い

な
い
が
、
県
内
で
目
標
値
を
越
え
る
値

が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
水
道
水
の
検
査

を
実
施
す
る
。
検
査
結
果
を
踏
ま
え
市

民
に
情
報
発
信
し
て
い
く
。

生
活	

水
質
環
境
基
準
健
康
項
目
に
な
く
調
査

し
て
い
な
い
が
、
水
道
水
検
査
の
状
況

を
踏
ま
え
、
調
査
を
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
実
態
に
基
づ
く

貧
困
対
策
の
推
進
！

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

凍霜害で実がついていない梨
消毒など作業は必要

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）

を
水
質
の
検
査
に

会派 さきがけ
中村 芳朗

　
問	

三
郷
地
域
に
は
沢
山
の
観
光
資
源
・
施

設
が
あ
る
。
例
で
示
す
と
黒
沢
の
滝
、

デ
イ
ラ
ボ
ッ
チ
ャ
の
伝
説
の
あ
る
室
山
、

三
郷
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
や
そ
の
先
の
登
山

道
、
各
地
区
で
行
わ
れ
る
お
祭
り
や
、

県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
三
郷
の
道
祖
神
祭
り
」、
貞

じ
ょ
う
き
ょ
う享

義
民

	

社
と
「
生
き
る
権
利
の
主
張
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
貞
享
義
民
記
念
館
」、
県
宝

の
「
木
造
聖し

ょ
う
観か

ん
の
ん音
菩ぼ

さ
つ薩
立り

ゅ
う
ぞ
う
像
」
が
安
置

さ
れ
て
い
る
長
尾
山
平
福
寺
、
黒
沢
川

の
沢
沿
い
に
あ
る
「
黒
沢
不
動
尊
堂
」、

黒
沢
洞ど

あ
い合

自
然
公
園
、
三
郷
文
化
公
園

な
ど
の
自
然
や
伝
統
文
化
、
神
社
・
仏

	

閣
、
公
共
施
設
が
数
多
く
、
ま
た
、
果

樹
を
中
心
と
し
た
農
産
物
も
沢
山
あ
る
。

こ
れ
ら
の
観
光
資
源
・
施
設
・
農
産
物

を
結
び
付
け
た
安
曇
野
市
の
南
部
地
区

の
観
光
振
興
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長	

三
郷
地
域
は
、
説
明
が
あ
っ
た
よ
う
な

歴
史
的
文
化
財
、
神
社
・
仏
閣
も
多
く

果
樹
を
中
心
と
し
た
農
村
地
域
が
特
徴

で
あ
る
。
旅
行
・
観
光
形
態
が
変
化
し
、

	

今
ま
で
あ
ま
り
人
が
訪
れ
な
か
っ
た
場

所
や
、
逆
に
そ
こ
で
し
か
で
き
な
か
っ

た
体
験
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
三
郷
地

域
に
は
市
内
で
も
知
ら
れ
て
い
な
い
観

光
資
源
が
多
く
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　

例
え
ば
、
大
滝
山
へ
向
か
う
登
山
道
は
、

飛
騨
新
道
の
経
路
で
あ
り
、
播

ば
ん
り
ゅ
う隆

上し
ょ
う
に
ん人

も
利
用
し
槍
ヶ
岳
に
登
っ
た
歴
史
も
あ

り
、
そ
う
し
た
視
点
で
の
大
滝
山
の
Ｐ

Ｒ
も
面
白
い
。
平
地
で
富
士
山
の
見
え

る
地
域
で
も
あ
り
広
域
観
光
の
面
か
ら

市
南
部
の
観
光
エ
リ
ア
と
し
て
磨
き
上

げ
て
い
く
価
値
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
三
郷
地
域
畜
産
悪
臭
の
現
状
に
つ
い
て

	

（
苦
情
や
臭
気
測
定
な
ど
調
査
結
果
）

黒沢の滝

三
郷
地
域
の
観
光
資
源
・

施
設
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

　
問	

福
祉
対
応
型
住
宅
を
三
郷
地
域
に
１
カ

所
だ
け
で
な
く
、
市
内
全
域
に
数
カ
所

必
要
で
は
な
い
か
。

建
設	

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
福
祉
対
応

と
し
て
住
居
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
性
を

高
め
る
工
事
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
問	

風
呂
の
追
い
焚
き
機
能
が
付
い
て
い
な

い
住
宅
が
あ
る
。
冬
場
、
追
い
焚
き
機

能
が
な
い
の
は
厳
し
い
の
で
、
付
け
て

い
た
だ
き
た
い
が
。

建
設	

募
集
の
段
階
で
追
い
焚
き
機
能
が
な
い

こ
と
も
説
明
し
、
ご
理
解
の
上
、
応
募

い
た
だ
い
て
い
る
。
湯
を
足
す
こ
と
で

対
応
で
き
る
。
市
営
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
工
事
等
を
進
め
る
中
で
解
消
し

て
い
く
。

　
問	

豊
科
郷
土
博
物
館
は
、
歴
史
や
自
然
、

民
俗
な
ど
、
郷
土
に
ま
つ
わ
る
内
容
を

多
岐
に
わ
た
っ
て
発
信
し
て
い
る
。
拠

点
と
な
る
こ
の
施
設
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ

	

ー
が
な
く
、
良
い
企
画
を
し
て
も
遠
方

か
ら
の
来
場
者
も
何
も
見
ず
に
帰
ら
れ

た
こ
と
も
あ
る
。
誰
も
が
不
安
な
く
利

用
で
き
る
施
設
の
拡
充
を
望
む
が
。

教
部	

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
、
設
置
場
所
や

費
用
等
の
課
題
が
多
い
た
め
、
昇
降
機

の
導
入
に
向
け
、
検
討
し
て
い
く
。

　
問	

階
段
昇
降
機
は
、
来
館
者
が
多
い
郷
土

博
物
館
で
は
、
実
用
的
で
は
な
い
が
。

教
部	

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
は
課
題
が
多
い
。

　
問	

令
和
６
年
度
か
ら
保
険
料
が
上
が
る
場

合
、
準
備
基
金
を
取
り
崩
し
、
保
険
料

上
昇
抑
制
に
充
て
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

福
祉	

保
険
料
の
上
昇
抑
制
に
充
て
る
こ
と
も

基
金
の
一
つ
の
目
的
。
精
査
し
て
い
く
。

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

市
営
住
宅
の

快
適
な
住
環
境
を

　　

豊
科
郷
土
博
物
館
施
設
の
充
実
を

第
９
期
介
護
保
険
事
業
の
保
険
料
は

通
学
路
に
ト
イ
レ
の
設
置

凍
霜
害
の
被
害
農
家
へ
の
支
援

広
め
よ
う
安
全
運
転
と

「
安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
」

無所属
内川 集雄

　
問	

安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
が
令
和
７
年
５
月
頃

か
ら
交
付
開
始
の
予
定
だ
。
安
曇
野
市

公
用
車
２
０
５
台
の
松
本
ナ
ン
バ
ー
を
、

安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
へ
の
変
更
の
考
え
、

ま
た
、
安
曇
野
市
、
池
田
町
、
松
川
村
、

生
坂
村
の
４
市
町
村
連
携
に
よ
る
、
安

曇
野
ナ
ン
バ
ー
を
広
げ
る
（
変
更
）
ア

ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

考
え
か
伺
う
。

市
長	

安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
の
普
及
拡
大
に
、
市

が
率
先
し
て
取
り
組
む
立
場
に
あ
る
。

	

市
の
公
用
車
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年

５
月
の
交
付
予
定
開
始
に
合
わ
せ
て
、

速
や
か
に
安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
に
変
更
で

き
る
よ
う
準
備
す
る
。
特
に
、
県
外
の

出
張
に
使
用
さ
れ
る
公
用
車
を
優
先
的

に
変
更
す
る
。
安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
導
入

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
現
在
４
市

町
村
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
組
織
し
て

い
る
「
安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
推
進
協
議
会
」

を
中
心
に
進
ん
で
い
る
。
今
後
、
安
曇

野
ナ
ン
バ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
決
定
の
作
業

と
並
行
し
て
、
安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
を
広

め
る
普
及
活
動
に
つ
い
て
も
、
こ
の
協

議
会
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
問	

悪
い
印
象
を
与
え
る
不
名
誉
な
称
号

	

「
御
当
地
ル
ー
ル
」
に
は
、
安
曇
野
ナ

	

ン
バ
ー
は
無
縁
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
安

曇
野
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
を
運
転
す
る
マ

ナ
ー
、
安
全
運
転
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

生
活	

車
両
運
転
者
に
対
し
、交
通
安
全
マ
ナ
ー

の
向
上
の
た
め
に
、
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

性
の
あ
る
啓
発
活
動
を
検
討
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
特
色
を
活
か
し
た
公
園
（
明
科
龍
門
渕
公
園

(

あ
や
め
公
園)
、
豊
科
中
央
公
園)

の
活
用

と
光
城
山
駐
車
場
に
関
し
て

待ち遠しい安曇野ナンバー

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）
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６月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

　
問	

こ
の
３
年
間
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
大
事

件
に
対
す
る
安
曇
野
市
の
諸
施
策
を
検

証
し
、
今
後
に
生
か
す
べ
き
で
は
。

市
長	

対
策
事
業
28
施
策
を
個
別
に
評
価
、
検

証
し
、
毎
年
度
、
今
後
の
方
針
等
に
つ

い
て
公
表
し
て
き
た
。
危
機
管
理
体
制

の
充
実
、
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
問	

５
類
引
下
げ
に
よ
る
医
療
分
野
に
お
け

る
課
題
と
対
策
は
。

保
健	

治
療
費
が
個
人
負
担
と
な
る
こ
と
に
よ

る
受
診
控
え
の
増
大
が
重
症
化
や
感
染

拡
大
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
一
定
の
公
費
負
担
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
の
方
針
に
基
づ
き
対
応
す
る
。

国
で
は
後
遺
症
対
応
医
療
機
関
へ
は
診

療
報
酬
の
加
算
を
始
め
た
。
後
遺
症
や

救
済
制
度
に
つ
い
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
周
知
し
て
い
る
。

　
問	
介
護
事
業
所
に
対
す
る
支
援
は
。

福
祉	
感
染
者
発
生
時
の
人
材
応
援
体
制
が
県

で
つ
く
ら
れ
、
周
知
し
て
い
る
。
施
設

内
療
養
を
す
る
場
合
、
市
で
は
ガ
ウ
ン

等
を
配
布
す
る
等
の
支
援
を
し
て
い
く
。

　
問	

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
が
相

次
ぐ
中
、
欠
陥
を
抱
え
た
改
定
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
が
成
立
し
た
。
市
民
の
命
と

健
康
、
生
活
を
守
る
た
め
に
、
国
に
対

し
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

市
長	

国
が
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
秋
ま
で
に
責

任
を
も
っ
て
直
す
と
言
っ
て
い
る
の
を

信
じ
る
し
か
な
い
。
廃
止
に
対
す
る
周

知
不
足
に
つ
い
て
も
、
市
民
に
対
し
て

分
か
り
や
す
く
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

　
問	

無
料
化
が
全
国
で
広
が
っ
て
い
る
。
無

料
化
の
計
画
を
立
て
る
べ
き
で
は
。

教
部	

国
の
動
向
を
注
意
し
て
い
く
。

３
年
間
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

施
策
の
検
証
を

※ 無所属の会
増田 望三郎

　
問	

明
北
小
に
小
規
模
特
認
校
制
度
を
と
り

入
れ
る
目
的
や
狙
い
は
。

教
長	

児
童
数
が
増
え
れ
ば
、
多
様
な
人
か
ら

学
び
合
う
効
果
が
期
待
で
き
る
。
自
然

保
育
を
実
施
す
る
明
科
北
こ
ど
も
園
が

隣
接
し
、
市
内
外
か
ら
園
児
が
通
園
し

て
い
る
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
引
き
続

き
目
の
前
の
明
北
小
へ
の
通
学
を
希
望

す
れ
ば
で
き
る
。
市
に
は
な
か
っ
た
公

立
学
校
の
選
択
が
可
能
に
な
る
。

　
問	

他
校
区
か
ら
通
い
た
く
な
る
に
は
、
そ

れ
だ
け
の
特
色
や
魅
力
が
必
要
。
市
が

現
時
点
で
考
え
る
明
北
小
の
特
色
と
は
。

教
長	

自
然
、
文
化
、
歴
史
の
貴
重
な
も
の
、

お
ら
が
学
校
を
愛
す
る
地
域
の
人
々
な

ど
明
北
小
独
自
の
地
域
資
源
を
生
か
し

た
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
市

内
で
最
も
人
数
が
少
な
い
小
規
模
校
で
、

一
人
一
人
の
良
さ
を
認
め
合
い
、
よ
り

き
め
細
や
か
な
学
習
指
導
や
異
学
年
で

の
学
び
合
い
が
可
能
。

　
問	

明
北
小
の
中
身
を
ど
ん
な
プ
ロ
セ
ス
で

つ
く
る
の
か
。
明
北
地
域
の
考
え
は
大

事
で
ベ
ー
ス
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ

か
ら
の
未
来
の
学
校
は
、
現
状
の
見
直

し
も
含
め
た
も
っ
と
広
範
な
議
論
が
必

要
。
先
生
た
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見

も
聞
い
て
み
て
は
ど
う
か
。

教
長	

明
科
地
域
は
小
中
一
貫
教
育
を
先
進
的

に
推
進
し
、
教
員
同
士
の
連
携
活
動
が

あ
る
。
当
事
者
で
あ
る
明
北
小
の
先
生

に
小
規
模
特
認
校
導
入
を
し
っ
か
り
と

議
論
、
学
校
の
在
り
方
を
考
え
て
頂
く
。

子
ど
も
た
ち
に
も
ぜ
ひ
聴
い
て
み
た
い
。

　
問	

市
が
開
発
を
不
認
定
に
し
た
理
由
は
。

市
長	

公
園
や
周
辺
土
地
の
豊
か
な
自
然
環
境

や
景
観
を
守
る
「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

像
」
に
沿
っ
た
計
画
と
は
言
え
な
い
。

公園と周辺林地が一体的に
文化的財産を形成している

子
ど
も
も
先
生
も
ワ
ク
ワ
ク

行
き
た
い
学
校
づ
く
り

※
小
規
模
特
認
校
…
自
然
豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
小
規
模
校
を
中
心
に
、
特
色
あ
る
教
育
を
展
開
し
て
学
区
外
か
ら
で
も
入
学
を
許
可
で
き
る
学
校
の
こ
と
。

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

　
問	

北
ア
ル
プ
ス
の
山
の
恩
恵
は
、
私
た
ち

人
間
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
地
球
上
に
暮

ら
す
全
て
の
命
あ
る
も
の
に
等
し
く
分

け
与
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ

の
命
題
を
持
ち
続
け
、
山
が
抱
え
る
課

題
に
対
し
て
様
々
な
観
点
か
ら
積
極
的

に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
、
北

ア
ル
プ
ス
の
玄
関
口
で
あ
り
、
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
化
を
目
指
す
安

曇
野
市
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
の
一
つ
で

あ
る
。
今
後
の
山
岳
観
光
の
未
来
像
は
。

市
長	

常
念
岳
を
は
じ
め
と
し
た
北
ア
ル
プ
ス

パ
ノ
ラ
マ
銀
座
の
山
々
は
安
曇
野
市
の

み
な
ら
ず
、
我
が
国
の
財
産
と
も
言
え

る
。
山
々
の
環
境
保
全
や
安
全
登
山
啓

発
に
も
配
慮
し
、
国
内
外
に
山
々
の
素

晴
ら
し
さ
を
発
信
し
、
理
解
を
深
め
る

機
会
を
設
け
て
い
く
。

　
問	

中
房
登
山
口
は
乗
合
バ
ス
も
充
実
し
て

お
り
、
他
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
て

い
る
。
他
の
登
山
口
で
も
こ
の
よ
う
な

二
次
交
通
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
今
か
ら
バ
ス
路
線
を
新
設
す
る
と
、

道
路
の
拡
幅
や
事
業
採
算
性
な
ど
の
検

討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
期
間
限
定
で
集

中
運
行
で
き
れ
ば
採
算
ベ
ー
ス
が
見
え

て
く
る
。
北
ア
ル
プ
ス
の
玄
関
口
安
曇

野
と
し
て
の
役
割
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促
進
、
今
後
の
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
化
へ
よ
り
一
層

の
整
備
を
求
め
る
が
、
今
後
の
展
望
は
。

商
工	

信
州
大
学
が
実
施
予
定
の
研
究
事
業
と

連
携
し
、
登
山
口
の
混
雑
状
況
の
可
視

化
と
合
わ
せ
て
、
タ
ク
シ
ー
等
の
移
動

手
段
の
必
要
台
数
な
ど
の
試
算
、
自
家

用
車
以
外
の
移
動
手
段
の
確
保
や
麓ふ

も
との

駐
車
場
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

チ
ャ
ー
タ
ー
便
も
含
め
、
最
適
な
二
次

交
通
に
つ
い
て
の
整
備
を
進
め
る
。

無所属の会
増井 裕壽

登山者の安全を見守る雷鳥

登
山
口
ま
で
の

二
次
交
通
整
備
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
保
険
証
の
一
体
化

学
校
給
食
の
無
料
化

黒
沢
洞ど

あ
い合
自
然
公
園
の
隣
地
開
発

※

　
問	

一
部
企
業
の
取
り
組
み
で
は
、
Ｃ
ｈ
ａ

ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
フ
ァ
イ
ン
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
、

要
は
行
政
文
書
の
追
加
学
習
を
施
し
た

行
政
Ｄ
Ｘ
専
門
の
Ａ
Ｉ
、
公
務
員
専
用

の
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
開
発
中
だ
が
、

そ
う
い
っ
た
調
整
を
施
し
た
生
成
Ａ
Ｉ

を
活
用
す
る
考
え
は
。

政
策	

市
役
所
専
用
の
生
成
Ａ
Ｉ
と
し
て
業
務

に
使
え
る
体
制
が
整
い
、
そ
の
上
で
フ

	

ァ
イ
ン
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
行
え
ば
、
か

な
り
精
度
が
高
く
業
務
に
活
用
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
問	

市
で
は
、
安
曇
野
市
業
務
継
続
計
画
を

平
成
27
年
に
策
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
改
定
や
見
直
し
は
。
ま
た
、
今
後

も
保
持
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
定
期

的
な
見
直
し
や
改
定
は
必
須
だ
と
考
え

る
が
、
そ
の
見
解
は
。

危
機	

市
の
業
務
継
続
計
画
は
、
策
定
し
て
以

降
、
こ
れ
ま
で
改
定
さ
れ
て
い
な
い
。

近
年
の
災
害
の
頻
発
・
激
甚
化
等
の
状

況
を
踏
ま
え
る
と
、
業
務
継
続
計
画
の

改
定
は
当
然
必
要
で
、
現
在
、
改
定
作

業
を
進
め
て
お
り
、
実
効
性
の
あ
る
計

画
と
し
て
い
く
。

　
問	

大
規
模
災
害
時
へ
の
対
応
に
、
本
庁
舎

や
大
き
な
避
難
所
に
対
し
「
ス
タ
ー
リ

ン
ク
」
の
導
入
を
提
案
す
る
が
、
そ
の

見
解
、
通
信
網
の
復
旧
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機	

災
害
時
の
電
源
や
通
信
網
な
ど
に
対
す

る
備
え
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
様
々
な
事
態
を
想
定
す
る
中

で
、
既
存
通
信
網
が
使
用
で
き
な
く
な

	

っ
た
場
合
の
代
替
え
手
段
は
、
円
滑
な

災
害
対
応
や
災
害
復
旧
を
行
う
た
め
に

も
重
要
な
検
討
課
題
で
あ
り
、
今
後
は
、

最
適
な
代
替
え
手
段
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
進
め
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
と

被
災
時
対
応
に
つ
い
て

無所属
矢澤 毅彦

スターリンク衛星利用のイメージ図

業
務
継
続
計
画
に
関
連
し
て

※
業
務
継
続
計
画
（
B
C
P
）
…
自
然
災
害
や
テ
ロ
、
シ
ス
テ
ム
障
害
な
ど
危
機
的
な
状
況
に
遭
遇
し
た
時
に
損
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
重
要
な
業
務
を
継
続
し
、
早
期
復
旧
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
計
画
の
こ
と
。
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問	

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
時
代
の
流
れ
や
社
会
の
変
化

	

に
対
応
で
き
ず
、
現
状
維
持
で
精
い
っ

ぱ
い
の
状
況
に
あ
る
。
教
育
委
員
会
が

	

積
極
的
に
関
わ
っ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
刷さ

っ
し
ん新

	

を
後
押
し
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
長	

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
自
ら
進
化
・
変
革
し
よ
う
と

す
る
兆き

ざ

し
や
動
き
が
あ
る
の
で
、
教
育

委
員
会
も
応
援
し
て
い
き
た
い
。

　
問	

具
体
的
に
は
何
が
で
き
る
か
。

教
長	

市
校
長
会
は
月
１
回
の
開
催
で
あ
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
副
会
長
の
立
場
に
あ
る
校
長

が
集
う
場
な
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
課
題
を

取
り
上
げ
、
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
も

連
携
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
刷
新
の
話
を
進
め

る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

　
問	

全
国
的
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
危
機
的
状
況
を
受

け
て
、「
転
機
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
道
筋
探
る
」、

「
加
入
に
意
思
確
認
導
入
」、「
義
務
・
強

制
を
や
め
る
に
は
」、「
活
動
の
簡
素
化
」

等
々
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
課
題
・
問
題
が
報
道

さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
例
外

で
は
な
い
。
教
育
委
員
会
の
認
識
は
。

教
長	

市
の
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
も
、

「
こ
の
ま
ま
存
続
す
る
の
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
」
と
危
機
感
を
抱
く
役
員
の

声
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
に
は
、

新
た
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
在
り
方
を
模
索

す
る
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

　
問	

任
意
団
体
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
入
退
会

自
由
で
あ
る
こ
と
を
周
知
し
て
い
る
か
。

教
部	

市
の
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
任
意
加

入
の
周
知
は
行
き
届
い
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
退
会
の
手
続
を
会
則
に
明
記

し
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
な
い
。

　
問	
県
教
委
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
任
意
加
入
で
あ

り
活
動
は
強
制
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
保
護
者
へ
丁
寧
に
説
明
す
る
よ
う

教
育
現
場
に
求
め
て
い
る
。
教
育
委
員

会
は
ど
う
対
応
す
る
か
。

教
部	

市
の
校
長
会
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
く
。

一 般 質 問

無所属の会
小林 純子

現
状
維
持
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

変
え
て
い
こ
う

PTAどうする？今が変えるチャンスです！

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

トリセツ
（トリセツ＝取扱説明書）
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「採決の時＝議会最終日」をレポート
市議会定例会の最終日～審議から採決までの流れ

本会議は、市役所３階の議場で行われて

います。ネット中継ではうかがい知れない
議員の一日・・・

国会議員の様子はニュースで見たりするけど、
市議会議員はどんな感じなのかしら？

  9:30……………議員それぞれの控室や会派室で打ち合わせ
10:00……………本会議開会　・常任委員会の審査報告（委員長）
　　　　　　　　　　　　　・追加議案の説明（市長・部長）
10:30……………議員から質疑の申し出、通告のため暫

ざ ん じ

時休憩
暫時休憩　（通告書を書く・議長に提出する）

11:15……………議事再開　・補正予算の議案について質疑
　　　　　　　　　　　　・質疑が終わると次は討論
　　　　　　　※討論は一議案につき一議員が 1 回と決まっており、反対・賛成交
　　　　　　　　互に行われます。
11:30……………質疑、討論が終わると、いよいよ採決の時
　　　　　　　・賛成 14：反対５、賛成多数で補正予算の議案は可決
　　　　　　　※その後、議案ごとに質疑、討論、採決
12:10……………昼食のため暫時休憩
　　　　　　　議員控室（会派室）にて、昼食休憩
13:10……………本会議の再開　・陳情３件の審議　質疑、討論、採決
13:40……………常任委員会審査のため本会議は暫時休憩となりますが
　　　　　　　その間に、追加議案４件について常任委員会の審査報告（委員長）
16:30……………本会議の再開　
　　　　　　　※質疑の申し出がなく、審議を継続
16:40……………議案ごとに討論、採決
17:00……………市長挨

あいさつ
拶、議長挨拶、本会議閉会 3 週間ほどの会期中にはこうした

本会議のほかに、一般質問や常
任委員会、議会運営委員会、全
員協議会等が行われています。

　
問	

水
田
に
米
以
外
の
麦
や
大
豆
な
ど
の
作

物
を
作
付
け
た
場
合
に
、
国
が
農
家
に

支
払
う
交
付
金
の
制
度
が
改
正
、
厳
格

化
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
。

農
林	

令
和
４
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
５
年

間
に
、
一
度
も
水
張
り
さ
れ
な
い
、
水

稲
が
作
付
け
さ
れ
な
い
水
田
は
、
こ
の

交
付
金
の
対
象
と
し
な
い
と
さ
れ
た
。

　
問	

農
家
に
切
迫
感
が
な
い
よ
う
で
心
配
だ

が
、
市
内
農
業
へ
の
影
響
は
。

農
林	

国
は
、
転
作
の
固
定
化
し
て
い
る
水
田

は
「
畑
地
化
」
を
促
し
、
一
方
で
、
水

田
機
能
を
維
持
し
な
が
ら
米
と
麦
大
豆

な
ど
と
を
交
互
栽
培
す
る
輪
作
体
系
を

再
構
築
さ
せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
市
内

の
土
地
利
用
型
の
大
規
模
農
家
中
心
に

対
応
も
見
ら
れ
る
。

　
問	

耕
作
条
件
が
不
利
な
水
田
や
中
山
間
地

域
な
ど
で
は
畑
地
化
が
進
行
し
か
ね
な

い
。
畑
地
化
が
進
め
ば
、
転
作
の
交
付

金
が
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
他
の
補
助

制
度
な
ど
へ
の
影
響
が
心
配
だ
が
。

農
林	

畑
地
化
と
な
れ
ば
、「
中
山
間
地
域
等

	

直
接
支
払
交
付
金
」
は
交
付
単
価
が
約

半
分
に
、「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」

は
４
割
減
が
予
想
さ
れ
る
。

　
問	

水
田
は
地
下
水
涵か

ん
よ
う養
に
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
が
そ
の
状
況
は
。

生
活	

麦
後
の
水
田
に
湛た

ん
す
い水

し
て
地
力
増
進
な

ど
を
図
る
事
業
や
、
飼
料
用
米
作
付
け

に
よ
り
地
下
水
の
涵
養
に
も
実
績
を
確

認
し
て
い
る
。

　
問	
今
回
の
制
度
改
正
は
水
田
と
い
う
安
曇

野
の
原
風
景
を
一
変
し
か
ね
な
い
。
多

面
的
な
機
能
に
も
思
い
を
は
せ
、
水
田

の
姿
を
残
す
方
向
で
進
め
て
ほ
し
い
。

市
長	

安
曇
野
の
田
園
風
景
を
守
る
こ
と
は
市

民
共
通
の
価
値
と
捉
え
、
水
田
の
機
能

を
フ
ル
に
活
用
す
る
施
策
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

会派 さきがけ
松枝 功

中山間地域の集落と水田

水
田
転
作
交
付
金
制
度
の

厳
格
化
の
影
響
は

※これは一例です
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委員会視察報告

南砺市議場にて

社協豊科支所内の見学

わたらせサイクルパークにて

令
和
５
年
５
月
22
日
（
月
）
～ 

23
日
（
火
）

福
井
県 
越
前
市
・
富
山
県 

南な
ん
と砺
市

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
た
議
会
運
営
に
つ
い
て
、
先
進
市
議
会
を
視
察
研
修
し
た
。

越
前
市
で
は
、
広
く
市
民
の
声
を
議
会
運
営
に
反
映

さ
せ
よ
う
と
平
成
28
年
度
よ
り
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
取
り
組

ん
で
き
て
い
る
が
、
団
体
推
薦
の
委
員
の
声
は
偏
り
が
ち
で
、

公
募
委
員
は
な
り
手
不
足
が
常
態
化
す
る
な
ど
、
苦
労
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
両
市
と
も
に
「
産

む
が
易
し
」の
立
場
で
、周
到
な
準
備
や
積
極
的
な
対
応
に
よ
っ

て
、
議
会
運
営
に
大
き
な
効
果
を
出
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
南

砺
市
で
の
実
機
で
の
研
修
は
実
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。

令
和
５
年
６
月
７
日
（
水
）

安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会 

豊
科
支
所

政
策
提
言
に
向
け
た
調
査
研
究
と
し
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
お
け
る
高
齢
者
支
援
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、

事
前
に
提
出
し
た
質
問
に
答
え
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
施
設

内
を
見
学
し
、
質
疑
を
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
福
祉
と
し
て
①
地
域

住
民
が
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
た
地
区
社
協
の
支
援
や
防
災
・
災
害
時
の
支

え
あ
い
体
制
つ
く
り
、
生
活
支
援
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
、
②
生
き
る
喜

び
を
感
じ
る
関
係
づ
く
り
を
目
指
し
た
地
域
活
動
・
サ
ロ
ン
活

動
や
朗ろ

う
じ
ん人
大
学
の
運
営
、
③
地
域
の
支
え
あ
い
を
担
う
人
づ
く

り
を
目
指
し
た
学
校
と
地
域
が
連
携
し
た
世
代
間
交
流
な
ど
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
高
齢
者
支
援
と
密
接
な
関
係

が
あ
り
、
有
意
義
な
調
査
研
究
が
で
き
た
。

令
和
５
年
７
月
５
日
（
水
）
～ 

６
日
（
木
）

栃
木
県 

栃
木
市
（
わ
た
ら
せ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
）

宮
城
県 

柴
田
郡 

大お
お
が
わ
ら

河
原
町
（O

GAW
ARA M

TB S

ーPARK

）

福
島
県 

相
馬
郡 

新し
ん
ち地
町
（
し
ん
ち
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
観
光
振
興
推
進
の
た
め
の
先
進

地
の
行
政
視
察

本
市
の
「
ほ
り
で
ー
ゆ
～
四
季
の
郷
」
西
側
山

中
に
あ
る
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
と
違
っ
て
、
今
回
視

察
を
し
た
３
カ
所
と
も
、
河
川
敷
等
の
平
坦
な
場
所
で
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
等
で
、
様
々
な
大
き
さ

の
起
伏
の
あ
る
コ
ー
ス
を
走
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
コ
ー
ス
も
組
み
立
て
式
の
も
の
、
土
を
固
め

た
も
の
、
本
格
的
に
舗
装
さ
れ
た
も
の
と
様
々
で
、
本
市
に

お
い
て
も
違
っ
た
場
所
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
観
光
振
興
の

取
り
組
み
に
役
立
つ
の
で
は
と
考
え
る
。

議
会
運
営
委
員
会
視
察
報
告

福
祉
教
育
委
員
会
視
察
報
告

経
済
建
設
委
員
会
視
察
報
告

日　
程

日　
程

日　
程

視
察
先

視
察
先

視
察
先

内　
容

内　
容

内　
容

考　
察

考　
察

考　
察

政務活動費収支報告
令和４年度　政務活動費の実績内訳表  （単位：円）

会派名 交付額 決算額
支出内容

返金額調査研究 研修 資料作成 
資料購入 広報広聴等

日本共産党 
安曇野市議団 360,000 360,000 30 114,462 7,257 238,251 0

政和クラブ 720,000 210,970 132,612 16,128 32,230 30,000 509,030

無会派 
（７月末解散） 480,000 103,728 16,530 20,641 66,557 376,272

会派 あづみ野 960,000 722,970 454,500 268,470 237,030

会派 さきがけ 
（３月のみ） 30,000 30,000

小林 純子 
（８月～） 80,000 80,000 15,550 8,000 2,290 54,160 0

内川 集雄 
（８月～） 80,000 74,361 49,709 24,652 5,639

増田 望三郎 
（８月～） 80,000 80,000 3,200 76,800 0

橋本 裕二 
（８月～） 80,000 28,362 20,982 7,380 51,638

増井 裕壽 
（８月～） 80,000 5,150 5,150 74,850

合　　計 2,950,000 1,665,541 668,931 407,060 116,402 473,148 1,284,459

　議員の調査研究や研修等のために必要な経費の一部として、会派又は個人に対し、議員一人当たり年額 12 万
円の政務活動費が交付されます。
　年度途中に会派の解散、結成等による交付額変更、精算及び新規交付があったため、交付決定額の総額に重複が
あります。
　「無会派」は、７月末の解散により所属していた議員４人が８月から個人となっています。
　「会派　あづみ野」は、所属している議員のうち、８月から１人が個人に、11 月に１人が逝去により減となっ
ています。
　「会派　さきがけ」は、２月に結成されたため、３月分のみ交付となっています。
　表中の「広報広聴等」には、会議、要請・陳情活動等に要した費用が含まれています。政務活動費
の収支報告書及び領収書等については、議会ホームページで公表しています。また、議会事務局でも
閲覧できます。 議会ホームページへ

延
えんめい

命水
すい

烏川渓谷緑地の先、常念岳・蝶ヶ岳へ向かう登山道の途中にあります。岩肌から
白糸のように清水が流れ落ちているところです。この清水を「延命水」と呼び、
市民や登山者の皆さんがおいしい水として利用しています。

表 紙 の 写 真 に つ い て
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ずくだせ！議会だより

28 29 3027

21 22 23 25 26

本会議
（閉会）

常任委員会
（総務環境）

議会運営委員会
・全員協議会

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

8/20

2

5 7 8 94 63

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22

全員協議会

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

31

日 月 土火 水 木 金

議会運営
委員会

本会議
（一般質問）

23

本会議
議案質疑
委員会付託

24 

9/1
全員協議会
（決算説明）

全員協議会
（決算説明）

本会議
（一般質問）

（敬老の日） （秋分の日）

安
曇
野
市
出
身
で
、
現
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
大
学
に
て
ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
専
攻
し

て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う

な
ス
ポ
ー
ツ
先
進
国
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
国
家
戦

略
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、国
や
州
、

地
方
自
治
体
が
一
丸
と
な
っ
て
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

の
育
成
や
競
技
力
向
上
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

安
曇
野
市
で
は
、
A
N
C
ア
リ
ー

ナ
の
よ
う
な
体
育
館
は
あ
る
も
の

の
、
市
の
人
口
規
模
を
考
慮
す
る
と
、
陸
上
競
技

場
や
野
球
場
、
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
は
不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
が
中
心
で
あ
り
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

の
育
成
に
必
要
な
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
と
言
え

ま
す
。

地
域
社
会
や
住
民
に
と
っ
て
、

交
流
を
深
め
、
活
力
を
も
た
ら

し
、
心
身
の
健
康
を
支
え
る
大
切
な
要
素
で
す
。
特

に
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
基
盤
強
化
や
市
全

体
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
に
貢
献
し
ま
す
。
こ
の

観
点
か
ら
、
安
曇
野
市
も
地
域
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え

つ
つ
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、
国
際

試
合
が
開
催
可
能
な
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
、
プ
ロ

チ
ー
ム
の
招し

ょ
う
へ
い聘
な
ど
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
す
べ
き
で
す
。
さ

ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
中
核
と
す
る
地
域
づ
く
り
や
、

市
民
の
健
康
向
上
、標
高
を
活
用
し
た
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
の
新
設
に
も
着
手
す
べ
き
で
す
。

安
曇
野
市
が
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
と
し
て
、

国
内
外
か
ら

の
注
目
を
集
め
る
こ

と
を
切
望
し
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
が
進

む
中
で
、
安
曇
野
市

の
持
続
可
能
な
発
展

を
目
指
し
、
果か

か
ん敢
か

つ
革
新
的
な
政
策
を

積
極
的
に
推
進
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　7 月初旬、我が家の豊
ぶんごうめ

後梅、約 20㎏の収穫を
しました。これから、梅干し、梅酒、梅シロップ、
梅ジャムに加工します。今年は枇

び わ
杷もたくさんと

れたのでジャムを作りました。そして議会だより
の編集作業に関わって約 7 年、毎回悩みながらの
仕事です。どれも、ずくのいる仕事です。
　これからも、ずく出して頑張ります！

委員　中村 今朝子　

　先日、リビング部屋に乱雑に置かれた過去の書
類を整理していたら、45 年前、学生時代にやっ
ていたバンドでの自作の歌詞が出てきました。タ
イトルは、「低空飛行」。後半部分に、「いつかあ
の大空に飛びたい。いや、今なら飛べそう、いや
飛べ～る」と書いて
ありました。いくつに
なっても、その気持ち
でいたいと思う今日こ
の頃です。

委員　 岡村 典明　
議会広報特別委員会
　委 員 長　小林純子　副委員長　辻谷洋一
　委 　 員　矢澤毅彦　大竹啓正　岡村典明　橋本裕二
　　　　　　臼井泰彦　中村今朝子　井出勝正　猪狩久美子

武田　朋
と も き

己さん
（豊科）

市議会9月定例会のお知らせ（予定）

請願・陳情は随時受け付けています。定例会ごとの締め切りは、開会
日の原則 10日前です。開会時間は本会議 10：00・常任委員会 9：00　
日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で観よう！
傍聴希望の方は、市議会議場（市役所本庁舎３階）へお越しください。
無料の託児サービスは現在休止中です。

公職選挙法に基づき、議員の寄附
の禁止を徹底します

地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附をすることは禁止です。

『寄附　しない、させない、求めない』
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曇
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聖
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持
続
可
能
な
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の
提
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は
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は

対
照
的
に
、

私
は
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